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Abstract

ＴｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｔｏｉｎｄｕｃｅｓｐａｗｎｉｎｇｓｉｎｓｃａｌｌｏｐＣ"〃"qys〃ｏＭｊｓ

(REEvE）forproducingjuvenilesinlargenumbers・

Maturedscallop，５１ｆｅｍａｌｅｓａｎｄ９８ｍａｌｅｓ，ｗｅｒｅｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏｔｈｒｅｅｇｒｏｕｐｓ，Ａ，Ｂ

ａｌｌｄＣ，accordingｔｏｔｒｅａｔｍｅｎｔｓｆｏｒｉｎｄｕｃｅｄｓｐａｗｎｉｎｇ・ＧｒｏｕｐＡｗｅｒｅｓｔｏｃｋｅｄｉｎａｎ

ｕｎｄｅｒｇｒｏｕnｄｔａnｋ（27,3）forseveraldays，exposedtoairforabout30minutes，ｔｈｅｎ

ｐｌａｃｅｄｉｎａ３０－１ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｔａｎｋｈｅａｔｅｄｂｙａｌＯＯＷｅｌｅｃｔｒｉｃｈｅａｔｅｒ・ＧｒｏｕｐＢｗｅｒｅ

ｕｎｄｅｒｗｅｎｔｔｈｅｓａｍｅｔｒｅａｔｍｅｎｔｗｉｔｈＧｒｏｕｐＡｅｘｃｅｐｔｓｔｏｃｋｉｎｇｉｎｔｈｅｕｎｄｅｒｇｒｏｕｎｄｔａｎｋ・

ＧｒｏｕｐＣｗｅｒｅｄｉｒｅｃｔｌｙｐｌａｃｅｄｉｎｔｏｈｅateｄｔａｎｋｗｉｔｈｏｕｔｓｔｏｃｋｉｎｇｏｒｅｘｐｏｓｕｒＰ・

SpawningratesinGroupsA，ＢａｎｄＣｗｅｒｅｃａｌｃｕｌａｔｅｄｔｏｂｅ８７､０％，２６．７％ａｎｄ０

％，respectively，Numberofeggsproducedwas4500×103ｐｅｒｆｅｍａｌｅｉｎＧｒｏｕｐＡａｎｄ

ｌ５００×１０３ｐｅｒｆｅｍａｌｅｉｎＧｒｏｕｐＢ・ＦｅｍａｌｅｓｉｎＧｒｏｕｐＣｆａｉｌｅｄｔｏｓｐａｗｎ・

TheeggsinGroupAwereculturedfurtherproducingl49×103juvenilesabout5

montｈｓａｆｔｅｒ．

まえがき

餌を与えて魚を育てることは養魚の基本操作であるが，近年，その方法は栄養動態餌を与えて魚を育てることは養魚の基本操作であるが，近年，その方法は栄養動態（Tro‐

phicdynamics）と環境保全（Conservationofnature）の両面から，再検討の必要性が高

まってきた．つまり，魚類養殖は肉質資源のほぼ８０～９０％も減少させるので，それは生態学
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的にはエネルギーの損失を意味するものとされている．また，養魚に伴う老廃物は自家汚染物
質と呼称され，それが赤潮発生の一因ではなかろうか，と指摘されている．

省エネルギー，省資源，あるいは環境保全，等が提唱されている今日，このような魚類養殖
に対する新らたな試行が急務になってきた（HIRATA,1977；平田，1978)．

一般に，貝類は，植物プランクトンを捕食して成長するので，水界からの生物生産効率は魚
類に比べて良好である（ニコルスキー，1964)．従って，貝類の養殖は，過密化さえ避けれ

ば，現在の浅海養魚に代わり得る可能性をもっている．特に，ヒオウギガイは本邦の温暖海域

に生息するので，成長が速く，古くからその養殖化への関心が寄せられていた．しかし，九州

南部では大規模な天然採苗が難しく（清田・浜田・下田・板崎，1972；清田・下田・板崎，
1973)，本種の養殖化は人工種苗生産を待つのみであった．

1968年，和歌山県水試増殖試験場の難波（1969）がその人工ふ化飼育を試みて以来，ヒオウ

ギガイの種苗生産に関する研究は急速に発展してきた（清田・浜田・下田・板崎，1972；清田

・下田・板崎，1973；難波，1969,1970,1971,1974,1977；難波・見奈美・西山，1972；難

波・西山，1973,1975；大岡・難波，1976)．そして今日では，一生産規模で数１０万個体単

位の養殖用種苗が供給される様になってきた．しかし，漁家の需要に応じ得る程の量産化はな

されていない．そこで私達は本実験において，まず量産化への基本的課題とされている産卵誘

発について検討を加えることにした．

従来，本種の産卵誘発は干出と加温刺激法によっておこなわれていたが，それらの方法では

常に高い産卵率が得られるとは限らず，計画性に欠けるのが短所であった．今回，産卵誘発の

前処理として，暗所蓄養を試みたところ，その産卵率ならびに産卵量が，ともに優れているこ

とがわかった．また，そのふ化幼生の飼育によって，そのようにして得られた卵が正常である

か否かを検討した．ここにその方法と結果を報告する．

本実験は鹿児島県ならびに東町漁業協同組合からの受託研究費によるものであり，関係各位

に厚くお礼申しあげる．また，本実験を行なうに際し，親貝の提供や餌料プランクトンの確保

等に御協力を仰いだ山勝真珠株式会社長島工場の星野静夫工場長ならびに中森勇喜技術主任に

対して謝意を表する．

材料および方法

１．産卵誘発

産卵誘発実験は，Ｔａｂｌｅｌに示すように，５月下旬から同年９月初旬にかけて，のべ９回

繰り返しおこなった．

供試親貝は人工種苗生産によって養殖された殻長８～12ｃｍの満２年貝であり，その数は

のべ149個体（雄98個体および雌51個体）であった．これらの親貝は３月下旬に東町三船湾

から小型活魚運搬船（5t）で当水産実験所の地先海岸へ移殖し，水深１～４ｍ層に垂下養成

した．

産卵誘発は次の３通りの試験区（Ａ，ＢおよびＣ）を設けて比較した．即ち，Ａ区は３～１８

日間の暗所蓄養後に干出と加温処理を施した．Ｂ区は干出と加温とによる，いわゆる在来法

(管野，1962）に準ずる試験区とした．またＣ区は加温処理のみによるものである．これら，
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Ｄａｒｋ

(day）

lＯ

１０

Ｔａｂｌｅ１．Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｓｏｍｅｔｒｉａｌｓｆｏｒｓｐａｗｎｉｎｇ．

Ａ，ＢおよびＣ区における供試個体数はそれぞれ，６３，３９および48個体であった．

親貝の暗所蓄養は２７，３（３×３×３ｍ）のコンクリート製の地下貯水槽を用いておこなっ

た．あらかじめ１０数個体の親貝を先にのべた垂下養成いかだから蓄養槽へ移し入れ，その槽

内は常時，暗状態を保つようにした．蓄養中の飼育水は生海水を毎日約１回の割合で換水し

た．このようにして暗所蓄養した親貝は３日目から１８日目にかけて，遂次，干出および加温

処理を施して採卵実験に供した．

干出および加温処理は管野（1962）の方法を参考とした．つまり，約30分間，親貝を直射

日光のもとで空中露出した後，雌雄別に３０Ｊ入りポリカーボネイト水槽に数個ずつ収容し，

100Ｗのヒーターによって常温から約５．Ｃの加温を５～１０分間かけておこなった．そして，

雌が産卵しはじめると，別に用意した３０ノの常温海水槽にすみやかに戻し，そこで完全採卵

をはかった．

媒精は卵１個に対して精子を数尾の割合となるように，極めて少量の精子海水を産卵槽に注

入し，卵飼育水の水質が悪化しないように留意した．媒精後，約１時間ほど放置しておくと，

受精卵は除々に沈澱するので，底に溜った卵はサイフォンで取り出し，500ノ入りポリカーボ

ネイト水槽に取り入れ，ゆるやかな通気を施しながらふ化をはかった．大半の卵がふ化した

頃，通気をとめて止水状態にすると，ふ化幼生は群をなして浮上するのでその濃密な部分をバ

ケツですくって飼育水槽へ搬入した．

なお，使用海水はすべて４０αのポリネットで徳過したものである．

２．幼生の飼育

幼生のふ化飼育は室内の４，３コンクリート水槽２面（１号飼育水槽および２号飼育水槽）

を用いておこなった．収容した浮遊幼生はいずれも暗処理をおこなった実験区Ａ群の親貝から

得られたもので，その個体数は，それぞれ，１号槽に400万個体および２号槽に440万個体と

した．飼育水槽は黒色の塩化ビニールシートで，その上面を覆い，暗状態のもとで飼育をおこ

なった．

ふ化後５日間は止水状態で飼育し，換水は６日目より６２奴ネットで滴過した生海水を，当

初１～２１/ｍｉｎ程度の流量で日中数時間おこなった．それ以後，その流量は４J/ｍｉｎの割合
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で１日１０時間まで次第に増量した．その際，浮遊幼生の流出を避けるために，排水口には
90～120座のポリネットを設けた．

浮遊期における幼生の給餌は海産のＣﾙﾉI”ＩｂＩｓｐ・を主体としたが，付着期におけるそれは
C〃Jbllg"ｔｚｓｐ・の他にＦｉｇ．１に示す如くＣﾙＩａｅ加Ｃａりｓｓｐ、やjMbl､ocﾙ′:ys応ｓｐ．を添加した．
なお，給餌は夕方以後の止水時におこなった．

浮遊幼生を附着させるコレクターの材質はすべてアコヤガイの殻としたが，その設置は貝殻
に穴をあけてポリロープで連ねる垂下式と，１８目のポリネットで作った網枠上に並べる水平
式との２通りでおこなった．

供試幼生は，採卵後４０日間は，以上のべた如く室内で飼育したが，その後，真珠の母貝養
成とほぼ同じ要領で約100日間にわたり，いわゆる「沖出し中間育成」（難波，1971,1972,

1977；難波・見奈美・西山，1972；難波・西山，1973；大岡・難波，1976）をおこなった．

結果および考察

１．産卵誘発

産卵誘発に関する実験日毎の結果はＴａｂｌｅｌに，また，実験区別のそれはＴａｂｌｅ２に，

それぞれとりまとめた．

１回目（５月２３日）から３回目（６月１３日）までと，７回目（７月４日）の採卵実験にお

ける産卵率は40％以下であり，また，採卵量は０ないし300万個体にすぎなかった．これに

対し在来法と同時に暗所における前処理を加えた採卵実験（４，５，６，８および９回目）で

は，産卵率はほぼ60～100％にも達し，しかも，毎回平均1800万個体もの受精卵を得ること

ができた（Ｔａｂｌｅｌに参照)．

以上の結果を実験区別にＴａｂｌｅ２の如くまとめてみると，暗所蓄養を施したＡ区における

産卵率は87.0％と高い値を示したが，在来法によるＢ区のそれは２６．７％にすぎなかった．ま

た，加温処理のみのＣ区では産卵する親貝は全くみられなかった．

このような傾向は１個体当りの産卵数においても顕著にうかがうことができた．すなわち，

Ａ，ＢおよびＣ区における平均産卵数は，それぞれ，450万個，150万個および０個であった．

以上の結果，暗所蓄養と干出・加温処理とを併用することによって，産卵率ならびに産卵数

が，いずれも３倍程度，優れていることがわかった．この理由として，暗処理による産卵抑制

作用や急激な露光刺激による干出効果の増幅作用などが考えられる．しかし，その解明は，ア

Ｔａｂｌｅ２．Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌｔｒｉａｌｓｆｏｒｓｐａｗｎｉｎｇｗｉｔｈｒｅｆｅｒｅｎｃｅｔｏｄａｒｋｐｒｅ－ｔｒｅａｔｍｅｎt．
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ワビの光周期調節による産卵制御（小竹，1977）や紫外線照射による産卵誘発（菊池ら，1974；

椎原ら，1978）などを参考として，今後の研究にまたねばならない．

２．幼生の飼育

これらの卵が正常であるか否かを知るために幼生の飼育を試みたのであるが，その結果は

Ｔａｂｌｅ３およびＦｉｇ．１に示したとおりである．室内飼育におけるふ化後４０日目までの生残

率は１号飼育水槽で8.3％，また，２号飼育水槽で10.3％であり，いずれも，難波（1977）

の実験例（平均５．０％）に比較して幾分優れた結果が得られた．しかし，本飼育の２８日目以

降にやや成長が低下したのは，Fig.１でわかるように，餌料不足によるものと考えられる．

Table３．Survivalratesoflarvalstageinthehatcheryandjuveuilestagemthesea．
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沖出し中間飼育の前半（ふ化後４０日目から７７日目頂）における稚貝の生残率が21.8％（１

号飼育群）ないし１９．８％（２号飼育群）と，比較的低い値を示したのは，沖出し操作の不慣

れによって，その直後に大量へい死をまねいたためである．その後，へい死する個体は殆んど

みられず，特に，沖出し後半の２カ月余における稚貝の生残率は両群とも９０％以上の高率を

示した．しかも，最終的な種苗取りあげ数量は14万９千個体であった．従って，今回試みた

暗所蓄養という採卵の前処理は正常卵の計画的確保に効果があったものと考えられる．
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